
私
新
抄
に
読
か
れ
た
日
隆
聖
人
の

本
尊
論
に
つ
い
て次

総
体
本
尊
に
つ
い
て

本
尊
に
お
け
る
内
証
真
実
説
に
つ
い
て

別
体
本
尊
に
つ
い
て

一
、
私
新
抄
著
述
の
年
代
考

本
抄
御
撰
述
の
年
代
を
探
る
重
要
な
る
手
掛
と
な
る
書
に
四
帖
抄
即
ち
法
華
天
台
両
宗
勝
劣
抄
が
あ
る
。
此
の
書
は
従
来
の
伝
説
に
よ

私
新
抄
に
説
か
れ
た
日
隆
聖
人
の
本
尊
論
に
つ
い
て

豊

島

正

私
新
抄
著
述
年
代
考
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

一石

私
新
抄
著
述
の
理
由
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

一二

本
抄

一
部
の
概
略
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

一元

日
隆
聖
人
の
本
尊
論
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

一８

3。  2. 1.

四 三 二
=

典
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私
新
抄
に
説
か
れ
た
日
隆
聖
人
の
本
尊
論
に
つ
い
て

れ
ば
日
隆
聖
人
御
年
四
十
五
才
の
永
享
元
年
に
洛
中
の
諸
法
華
宗
本
山
及
び
全
国
の
主
な
る
本
山
に
回
達
し
、
当
時
の
諸
法
華
宗
が
心
酔

せ
る
中
古
天
台
教
学
を
破
し
宗
祖
大
聖
人
の
御
本
懐
た
る
本
門
八
品
上
行
所
伝
の
宗
義
を
固
明
せ
ら
れ
真
実
の
法
統
を
継
承
す
る
法
華
宗

を
再
興
せ
ら
れ
た
宣
言
書
で
あ
り
、
こ
の
書
を
当
時
光
長
寺
東
之
坊
の
本
果
院
日
朝
聖
人
拝
見
せ
ら
れ
、
自
己
の
所
信
た
る
本
門
八
品
上

行
所
伝
の
宗
義
と
全
く
同
意
な
る
こ
と
を
知
つ
て
大
い
に
歓
喜
し
、
永
享
七
年

（
一
四
二
五
年
）
本
能
寺
に
日
隆
聖
人
を
訪
れ
、
種
々
談

合
し
両
聖
人
は
宗
祖
の
本
義
は
本
門
八
品
上
行
所
伝
に
あ
る
こ
と
を
語
り
合
い
法
義
の
一
致
を
見
、
日
朝
聖
人
は
光
長
寺
へ
帰
ら
れ
て
後

宗
義
に
つ
い
て
十
二
の
質
問
状
を
日
隆
聖
人
に
送
ら
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
回
答
せ
ら
れ
た
の
が
十
三
間
答
抄
で
あ
る
と
云
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
尼
崎
本
興
寺
に
現
存
す
る
四
帖
抄
の
元
本
を
拝
す
る
に
、
そ
の
御
筆
跡
は
永
享
元
年
頃
の
も
の
で
な
く
も
つ
と
後
の

も
の
と
拝
さ
れ
る
。

従
つ
て
、
四
帖
抄
を
以
て
日
隆
聖
人
最
初
の
御
著
述
で
あ
り
、
十
三
間
答
抄
よ
り
前
に
出
来
た
も
の
と
す
る
の
は
疑
間
で
あ
る
。
即
ち

四
帖
抄
の
第
二
帖

（刊
本
一
〇
一
２
一一頁
）
に

此
の
本
門
の
円
戒
は
宝
塔
品
よ
り
事
始
ま
り
、
涌
出
寿
量
に
説
き
顕
し
、
神
力
嘱
累
に
事
極
め
給
え
り
。
其
の
説
戒
と
は
是
名
持
戒
是

れ
也
。
諸
御
抄
在
々
所
々
に
広
略
を
捨
て
要
を
取
る
、
要
と
は
所
謂
る
本
門
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
是
れ
な
り
。
是
れ
則
ち
本
門
円
戒
の

戒
法
な
り
、
此
の
戒
法
は
末
代
相
応
の
易
行
受
戒
な
り
。
此
の
一
箇
条
委
し
く
は
十
三
間
答
抄
の
如
し
と
一ｆ
。

と
あ
る
を
拝
し
て
も
四
帖
抄
は
十
三
間
答
抄
の
後
で
あ
る
と
拝
さ
れ
、
ま
ず
十
三
間
答
抄
が
出
来
、
そ
れ
か
ら
四
帖
抄
と
な
る
か
ら
、
四

帖
抄
は
永
享
七
年
か
八
年
以
後
の
御
著
作
と
拝
さ
れ
る
。

何
故
な
れ
ば
、
日
隆
聖
人
御
著
作
の
御
書
文
段
集
六
巻
の
中
の
第
四
巻
、
本
尊
間
答
抄
の
御
文
段
の
末
尾
に
、
永
享
八
年
九
月
下
旬
と

年
号
が
記
入
さ
れ
て
あ
り
、
永
享
八
年
と
は
日
隆
聖
人
御
年
五
十
二
才
の
時
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
日
隆
聖
人
御
著
作
の
中
で
此
の
御
書
文
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段
集
が

一
番
最
初
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
、
十
三
間
答
抄
、
四
帖
抄
と
な
る
の
で
な
い
か
と
拝
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

と
い
う
の
は
、
ま
ず
始
め
に
宗
祖
大
聖
人
の
御
書
に
対
し
、
充
分
な
る
信
解
と
学
的
体
系
づ
け
が
な
け
れ
ば
宗
祖
の
御
本
義
が
何
れ
に
あ

る
か
把
握
で
き
な
い
故
先
づ
御
書
に
御
文
段
、
御
科
文
を
註
し
、
そ
れ
に
よ
つ
て
、
宗
祖
大
聖
人
の
正
義
を
敷
演
す
る
た
め
、
種
々
の
御

著
作
と
な
つ
た
と
拝
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

更
に
私
新
抄
の
著
作
年
代
を
探
る
手
が
か
り
と
し
て
、
本
抄

（私
新
抄
宗
全
第
一一一巻
四
一
頁
）
に

本
門
は
下
機
を
摂
す
る
故
に
法
体
の
能
荘
厳
に
而
二
差
別
の
折
伏
を
具
得
せ
り
。
顕
本
為
事
円
と
云
え
る
此
の
意
な
り
、
日
伝
余
帖
の

如
し
〓云
。

と
仰
せ
ら
れ
て
あ
る
。

此
の
口
伝
余
帖
の
如
し
。
と
あ
る
余
帖
は
如
何
な
る
も
の
を
指
す
の
か
推
察
す
る
に
、
四
帖
抄
で
な
い
か
と
拝
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ

の
理
由
と
し
て
、
四
帖
抄
の
第

一
帖

（刊
本
九
頁
）
に

道
仰
せ
に
云
く
・ム云

次
に
法
体
の
折
伏
と
は
本
門
は
発
述
顕
本
永
異
諸
経
と
定
め
て
…
…
法
体
折
伏
の
義
な
り
。

或
は
顕
本
為
事
円
と
云
て
本
門
の
意
は
三
千
本
有
常
住
と
談
じ
て
自
受
用
本
覚
の
上
に
三
千
世
間
依
正
宛
然
と
し
て
無
能
所
の
上
に
法

商
の
能
所
を
立
つ
、
法
雨
の
能
所
は
即
ち
法
体
の
折
伏
な
り
。

と
あ
る
点
で
あ
る
。
こ
の
文
の
顕
本
為
事
円
と
い
え
る
下
の
文
を
省
略
し
て
、
私
新
抄
に

顕
本
為
事
円
と
云
え
る
此
の
意
な
り
。
口
伝
余
帖
の
如
し
．ム云

と
仰
せ
ら
れ
た
の
だ
と
拝
さ
れ
る
。

私
新
抄
に
説
か
れ
た
日
隆
聖
人
の
本
尊
論
に
つ
い
て
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私
新
抄
に
説
か
れ
た
日
隆
聖
人
の
本
尊
論
に
つ
い
て

更
に
本
門
法
華
宗
五
時
四
教
名
目
見
間
と
い
う
書
物
十
巻
の
中
、
第

一
、
第
二
の
相
伝
法
門
抄
、
即
ち
二
帖
抄
と
、
第
六
巻
、
法
華
の

下
以
下
巻
末
ま
で
の
五
巻
、
こ
れ
を
五
帖
抄
、
そ
の
第

一
巻
に
、

此
の
三
種
法
華
の
実
体
を
近
来
の
学
者
習
ひ
損
ふ
て
顕
説
よ
り
根
本
勝
れ
た
り
と
習
ひ
、
結
句
根
本
隠
密
に
開
会
を
明
す
と
二
八
帖
の

抄
に
厳
然
と
し
て
師
資
相
承
す
る
の
は
大
僻
見
な
り
、
尼
崎
流
義
は
こ
れ
を
用
ふ
べ
か
ら
ず
委
し
く
は
十
三
間
答
抄
の
如
し
・ム云

と
あ
り
、
同
じ
く
第

一
巻
の
下
に

働

つ
て
玄
文
止
の
面
は
像
法
の
得
分
、
裏
の
本
門
密
意
の
辺
は
日
蓮
上
人
の
御
物
な
り
一ｆ
、
委
し
く
は
天
台
法
華
不
同
抄
の
如
し
。

と
あ
り
、
又
同
抄
第
二
巻
に

尋
ね
て
云
く
、
述
と
本
と
の
案
位
、
昇
進
の
相
如
何

答
う
、
こ
の
事
委
し
く
は

一
帖
抄
五
時
の
下
に
云
う
が
如
し
。

と
あ
る
の
を
み
て
も
、
此
の
名
目
見
間
は
十
三
問
答
抄
、
四
帖
抄
、　
一
帖
抄
よ
り
後
の
著
述
で
あ
り
、
又
六
即
私
記
上
巻

（皆
久
資
料
五
の

一
三
〇
頁
）
に

組
那
流
義
は
止
観
は
法
華
述
門
に
依
る
相
を
相
承
し
た
る
な
り
。
慧
心
流

一
義
と
し
て
止
観
は
根
本
法
花
に
依
り
結
局
は
本
述
に
依
ら

ず
と
云
つ
て
止
観
法
花
、
天
台
法
花
両
宗
各
別
な
り
。
天
台
真
言
止
観
は
全
同
と
云
は
大
僻
見
な
り
、
天
下
第

一
の
謗
法
な
り
、
佛
滅

後
二
千
余
年
の
間
未
曾
有
の
大
邪
義
な
り
、
委
し
く
は
四
帖
抄
、
二
帖
抄
、
名
目
見
聞
法
花
の
下
の
如
き
な
り
一ム云
。

と
あ
る
を
み
て
も
六
即
私
記
は
四
帖
抄
、
名
目
見
聞
よ
り
後
、
弘
経
抄
の
前
と
拝
さ
れ
る
。　
ま
た
弘
経
抄
九
二

（隆
全
十
巻
Ｉ
一人
頁
）
に

次
に
本
門
流
通
末
法
相
応
の
四
信
五
品
総
在
の
信
行
第
五
品
の
行
者
と
云
ふ
は
日
蓮
大
士
な
り
、
其
の
徳
行
と
は
委
く
は
名
目
見
間
の

如
し
一〓云
。

-120-



と
名
目
見
間
の
名
が
引
用
せ
ら
れ
て
い
る
の
を
み
て
も
名
目
見
間
は
弘
経
抄
の
前
の
著
述
な
る
こ
と
解
り
弘
経
抄
第
百
四
巻

（隆
全
十
一
巻

二
一
九
頁
）
に

記
者
既
に
六
十
九
な
れ
ば
廃
亡
の
義
こ
れ
あ
る
べ
し
、
悲
哉
々
々
一ｆ

と
記
さ
れ
て
あ
る
に
よ
り
、
弘
経
抄
は
隆
聖
御
年
六
十
九
才
の
時
に
脱
稿
し
た
と
み
ら
れ
る
。

と
い
う
の
は
、
開
述
顕
本
宗
要
集
の
佛
部
第

一
（四
四
頁
）
の

「
二
佛
並
出
」
の
下
に

享
徳
二
年
八
月
下
旬
よ
り
宗
要
を
書
き
初
む
る
な
り
、
記
者
六
十
九
訪
ぬ
べ
し
訪
ぬ
べ
し
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
つ
て
弘
経
抄
の
次
に
宗
要
集
を
著
述
な
さ
れ
た
の
だ
と
拝
さ
れ
る
。

以
上
に
よ
つ
て
私
新
抄
の
著
作
さ
れ
た
の
は
、
本
能
寺
に
現
存
す
る
御
真
筆
の
筆
致
よ
り
拝
し
、
既
に
流
暢
で
あ
り
、
隆
聖
晩
年
の
如
き

書
痛
の
御
様
子
を
拝
す
る
こ
と
な
き
故
、
推
す
る
に
、
御
書
文
段
抄
、
十
三
間
答
抄
、
四
帖
抄
、
そ
れ
か
ら
私
新
抄
が
出
来
た
の
で
は
な

い
か
と
拝
す
る
の
で
あ
る
。

従
つ
て
隆
聖
の
御
年
六
十
才
迄
の
御
著
述
と
拝
す
る
の
で
あ
る
。

二
、
私
新
抄
著
述
の
理
由

日
隆
聖
人
が
私
新
抄
を
著
作
さ
れ
た
理
由
と
考
へ
ら
れ
る
の
は
、
当
時
中
古
天
台
観
心
主
義
偏
重
の
口
伝
法
門
が
日
蓮
門
下
各
派
に
大

き
な
影
響
を
与
え
、
悉
く
宗
祖
の
御
本
意
を
習
い
失
う
に
至
つ
た
故
、
本
抄
に
於
て
、
宗
祖
の
正
し
い
宗
義
と
日
像
門
流
の
相
伝
を
加
え

て
、
中
古
天
台
の
観
心
偏
重
主
義
の
口
伝
法
門
と
そ
れ
に
依
つ
て
い
る
一
致
流
諸
派
を
破
す
た
め
像
門
流
の
口
伝
相
承
、
日
存
日
道
両
聖

私
新
抄
に
説
か
れ
た
日
隆
聖
人
の
本
尊
論
に
つ
い
て
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私
新
抄
に
説
か
れ
た
日
隆
聖
人
の
本
尊
論
に
つ
い
て

人
の
口
伝
相
承
を
本
抄
に
集
大
さ
れ
た
の
だ
と
拝
さ
れ
る
。

当
時
の
諸
門
流
が
口
伝
相
承
に
よ
つ
て
い
た
こ
と
は
、
浅
井
要
麟
氏
の
著

「
日
蓮
聖
人
教
学
の
研
究
」
の
中
で
、
日
伝
宗
学
と
し
て
日

蓮
大
聖
人
の
宗
義
を
分
類
し
た
中
で

（同
書
七
九
頁
）
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

祖
滅
以
後
い
く
ば
く
も
な
く
、
大
法
尊
重
の
精
神
は
諸
門
下
に
互
に
秘
伝
と
称
し
て
こ
と
さ
ら
に
方
冊
に
の
せ
ず
、
本
述
日
昭
、
本
尊

日
朗
と
い
う
如
く
、
門
流
各
々
付
法
相
伝
の
弟
子
に
限
つ
て
こ
れ
を
面
授
口
決
す
る
風
潮
を
生
じ
た
の
で
あ
る
。

か
の
本
尊
抄
の

「彼
は
脱
、
此
は
種
、
彼
は

一
品
二
半
、
此
は
但
だ
題
目
の
五
字
な
り
」
の
文
を
、
天
目
は
彼
の
脱
は
此
の
種
な
り
、

彼
の
一
品
二
半
は
此
の
但
だ
題
目
の
五
字
な
り
」
と
読
ん
で
、
日
向
師
よ
り

「御
辺
は
相
伝
た
り
と
雖
ど
も
、
文
字
読
だ
に
正
体

な

し
、
況
や
相
伝
を
や
、
日
向
こ
そ
然
る
べ
く
御
書
を
皆
相
伝
し
た
り
」
と
い
つ
て
た
し
な
め
ら
れ
た
事
に
徴
し
て
も
そ
の
一
班
が
う
か

が
い
知
ら
れ
る
。

そ
の
他
本
尊
抄
に
四
字
の
口
伝
、
八
字
の
相
承
あ
り
と
か
、
開
目
抄
に
三
字
の
口
伝
、
二
字
又
は
三
字
の
相
承
あ
り
と
い
う
が
如
き
、

曼
茶
羅
の
筆
法
か
ら
、
法
儀
の
作
法
に
至
る
ま
で
口
伝
相
承
を
尊
重
し
、
そ
の
結
果
法
統
相
続
に
正
閏
の
争
が
生
ず
る
に
至
つ
た
。

と
記
し
て
あ
る
。
こ
の
間
の
事
情
を
知
る

一
例
と
し
て
、
什
師
の
事
を
挙
げ
る
と
、
（ウ不
全
第
五
巻
真
間
帰
伏
状
門
徒
古
事
等
参
照
）

天
授
六
年

（
一
三
八
〇
年
）
顕
本
法
華
宗
の
開
祖
日
什
聖
人
は
六
十
七
才
の
高
齢
を
以
て
翻
然
旧
執
を
捨
て
て
真
間
に
日
宗
上
人
を
訪

い
、
帰
伏
状
を
書
て
転
宗
を
誓
つ
た
頃
す
で
に
、
各
山
に
於
て
法
統
正
閏
の
争
が
年
久
し
く
互
に
門
戸
を
立
て
て
容
易
に
他
に
御
書
の
拝

見
相
伝
を
許
さ
な
い
状
態
で
あ
つ
た
の
で
、
什
師
は
そ
れ
よ
り
中
山
祐
師
の
門
を
叩
き
更
に
関
東
諸
山
を
巡
歴
さ
れ
た
が
、
か
つ
て
宗
祖

が
立
正
観
抄
に

「錦
の
袋
に
入
れ
て
頸
に
か
け
、
箱
の
底
に
埋
め
て
高
直
に
う
る
」
と
評
破
さ
れ
た
ま
ま
に
、
そ
れ
を
味
わ
れ
た
。
そ
こ

で
什
師
は
断
然
そ
の
因
襲
を
排
し
、
人
師
の
相
伝
に
よ
ら
ず
、
口
訣
を
求
め
ず

「依
法
不
依
人
」
の
金
言
に
よ
り
経
巻
を
以
て
善
知
識
と
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し
直
接
法
華
経
、
宗
祖
の
御
書
に
よ
り
大
法
相
承
を
決
意
さ
れ
た
と
い
う
、
こ
の
故
に
彼
の
派
の
経
巻
相
承
は
か
か
る
処
よ
り
生
じ
た
の

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
か
く
の
如
く
諸
山
互
に
門
戸
を
閉
じ
て
自
宗
の
伝
承
を
誇
示
し
優
越
観
に
宗
教
的
満
足
を
享
有
す
る
有
様
で
あ
つ

た
。一

方
中
古
天
台
観
心
主
義
の
口
伝
法
門
は
良
源

（慈
書
大
僧
正
、
元
三
大
師
）
よ
り
忠
尋

（慧
心
流
）
の
時
代
に
発
展
し
た

も

の
で

（島
地
大
等
師
著
天
台
教
学
史
五
〇
五
頁
参
照
）
、　
中
古
天
台
の
口
伝
法
門
、
本
覚
法
門
は
叡
山
の
実
践
的
堕
落
の
情
勢
に
拍
車
を
か
け
た
も

の
で
、
叡
山
僧
侶
が
稚
児
を
蓄
え
た
り
、
山
を
下
り
大
原
に
遊
ん
だ
の
も
煩
悩
即
菩
提
と
い
う
本
覚
思
想
を
笠
に
着
て
自
ら
の
破
戒
無
戒

を
慰
め
る
状
態
で
、
か
か
る
堕
落
傾
向
の
叡
山
に
真
言
秘
密
の
法
が
移
入
せ
ら
れ
る
に
及
び
秘
密
伝
承
の
風
習
が
生
じ
て
そ
れ
が
中
古
天

台
の
口
伝
法
門
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
時
期
が
慈
書
大
僧
正
よ
り
忠
尋
の
時
代
と
云
わ
れ
て
い
る
。

即
ち
慧
心
流
教
重
相
伝
私
抄

（心
賀
著
一一帖
抄
）
に
当
時
の
法
門
相
承
の
事
を
記
し
て

広
海
御
住
山
あ
り
、
粟
田
口
静
明
法
印
に
値
い
奉
り
、
切
紙
に
二
、
三
十
枚
御
相
承
あ
り
、
而
し
て
初
住
山
に
て
御
座
す
故
に
勝
林
房

政
海
料
足
三
十
貫
参
ら
せ
ら
れ
給
へ
り
。
其
の
時
御
酒
以
外
に
興
行
あ
り
、
而
し
て
政
海
仰
に
、
広
海
此
酒
を
多
く
御
食
し
あ
ら
ば
類

繁
を
引
き
物
と
し
与
ふ
べ
き
由
仰
せ
あ
り
、

広
海
十
六
盃
迄
参
り
き
。
其
時
九
十
二
帖
の
類
緊
を
之
に
し
ん
ぜ
ら
れ
…
…
。

円
頓
法
印
は
六
ケ
度
の
御
住
山
也
。
初
住
山
の
時
は
十
余
貫
に
て
御
住
山
あ
り
、
働
て
御
児
四
人
騎
馬
十
六
騎
供
奉
せ
ら
る
。
法
印
御

上
洛
あ
り
都
に
て
正
親
町
心
賀
法
印
坊

へ
参
着
あ
り
て
御
相
承
あ
り
…
…
第
四
度
目
に
は
心
賀
法
印
の
御
坊
を
三
百
貫
に
て
造
立
し
参

ら
せ
給
へ
り
。
此
の
時
心
賀
思
し
召
す
様
は
此
の
人
は
志
深
く
、
末
世
の
法
灯
な
り
と
思
し
食
さ
れ
嫡
斗
に
唯
授

一
人
の
相
承
あ
り
。

凡
そ
授
与
し
奉
ら
れ
る
七
箇
大
事
を
御
伝
受
あ
り
…
…
今
の
二
帖
抄
是
れ
也
。

私
新
抄
に
説
か
れ
た
日
隆
聖
人
の
本
尊
論
に
つ
い
て
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私
新
抄
に
説
か
れ
た
日
隆
聖
人
の
本
尊
論
に
つ
い
て

と
あ
り
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
粟
田
口
静
明
の
時
に
法
門
相
承
の
た
め
に
納
金
が
必
要
で
あ
り
、
而
も
学
問
に
よ
ら
ず
し
て
酒
量
に
よ
つ
て
決

定
し
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
堕
落
せ
る
中
古
天
台
の
観
心
主
義
の
法
門
が
ど
の
様
な
形
で
日
蓮
門
下
に
は
い
つ
て
来
た
の
か
を
考
察
す
る

いに
、

大
聖
人
滅
後
、
日
昭
聖
人
門
下
の
中
山
日
祐
、
身
廷
三
世
日
進
、
富
士
興
門
派
の
三
位
日
順
師
等
の
関
東
法
華
の
諸
師
は
じ
め
多
く
の
法

孫
が
叡
山
に
登
り
学
び
、
亦
鎌
倉
末
期
よ
り
室
町
時
代
に
か
け
て
発
展
し
た
関
東
天
台
が
栄
え
る
に
及
び
、
宗
門
学
匠
の
多
く
が
此
の
方

面
よ
り
学
ん
だ
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
か
の
録
外
御
書
の
編
纂
の
先
駆
者
の
一
人
と
目
さ
れ
る
京
都
妙
覚
寺
の
真
如
日
住
師
は

尊
海
門
下
の
祐
海
の
末
裔
か
ら
伝
法
し
た
柏
原
慶
舜
よ
り
七
科
の
法
門
の
伝
授
を
受
け
た
事
実
が
あ
り
、
ま
た
妙
覚
寺
の
日
享
師
は
尊
源

と
い
う
人
か
ら
二
帖
抄
の
相
伝
を
受
け
て
こ
れ
を
玉
昌
院
日
性
に
授
け
、
そ
し
イ、日
性
師
が
永
平
五
年
十
月
か
ら
二
帖
抄
に
つ
い
て
講
述

さ
れ
た
の
を
会
下
の
日
義
が
記
録
し
て

「
一
流
相
伝
私
見
聞
書
」
と
題
し
今
な
お
廷
山
文
庫
中
に
現
存
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

更
に
身
延
の
行
学
院
日
朝
の
師
匠
た
る
日
出
上
人
は
曾
て
仙
波
談
林
の
化
主
と
な
つ
た
人
で
、
朝
師
自
身
も
若
く
は
仙
波
に
学
び
、
後

更
に
叡
山
に
登
つ
て
台
密
を
学
ば
れ
た
の
で
あ
る
。

か
の
武
州
仙
波
は
円
頓
坊
尊
海
以
来
関
東
天
台
の
中
心
で
あ
り
、
田
舎
書
信
の
本
山
で
あ
つ
た
。
そ
の
仙
波
に
朝
師
の
師
の
日
出
上
人
は

化
主
と
し
て
留
錫
し
弟
子
の
朝
師
も
後
年
学
徒
と
し
て
学
ば
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
そ
の
学
風
に
影
響
の
あ
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
亦
朝
師

の
弟
子
の
円
教
日
意
師

（京
都
妙
伝
寺
創
立
者
）
は
叡
山
に
於
け
る
朝
師
の
同
学
た
る
の
み
な
ら
ず
、
朝
師
に
私
叔
し
て
師
事
す
る
に
至

る
ま
で
、
金
讃
寺
豪
海
門
流
の
栄
源
の
門
下
に
あ
つ
た
人
で
、
同
じ
行
学
院
日
朝
師
門
下
の
宝
衆
日
伝
師
に
し
て
も
檀
那
流
の
出
身
で
あ

り
な
が
ら
、
二
帖
抄
見
間
を
も
の
に
し
て
現
に
身
延
に
あ
り
、
同
書
に
七
科
の
法
門
に
つ
い
て
、

一
切
の
法
門
の
母
也
。
此
の
七
箇
の
摂
属
に
あ
ら
ざ
る
法
門
は
あ
る
べ
か
ら
ず
。
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と
記
さ
れ
て
あ
り
、
当
時
の
天
台

一
家
に
於
て
は
、
入
室
の
弟
子
に
対
し
て
先
づ
法
華
経
を
授
け
、
次
に
三
大
部
を
学
ば
せ
、
然
る
後
こ

の
七
科
の
法
門
を
血
脈
と
し
て
授
け
る
の
が
例
で
あ
つ
た
。

即
ち
七
科
の
法
門
は
天
台
の
三
大
部
に
代
る
べ
き
、
時
代
化
し
た
教
学
体
系
と
し
て
金
科
玉
条
の
重
き
を
な
し
口
訣
相
承
さ
れ
た
も
の
で

あ
つ
た
。

身
延
の
日
意
師
が
曾
て
泰
芸
と
称
し
て
未
だ
天
台
の
学
僧
で
あ
つ
た
頃
に
書

い
た

「
一
流
相
伝
法
門
私
見
聞
」
が
身
延
に
現
存
す
る
が
、

そ
の
巻
頭
に

仰
に
云
く
、
入
室
の
弟
子
と
は
初
め
よ
り
弟
子
の
事
な
り
、
先
づ
法
華
経
を
伝
受
し
そ
の
後
三
大
部
を
学
び
明
め
て
後
、
此
の
血
脈
を

受
く
る
な
り
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
つ
て
当
時
ど
の
様
に
こ
の
書
が
秘
重
さ
れ
て
い
た
か
想
像
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。

然
し
て
当
時
の
門
下
の
学
匠
が
相
次
で
或
は
柏
原
に
、
或
は
仙
波
に
、
或
は
金
讃
に
留
錫
し
て
中
古
天
台
の
口
伝
法
門
の
中
心
た
る
七
科

の
法
門
の
相
伝
を
受
け
た
る
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
を
礼
讃
し
陶
酔
し
た
如
き
観
あ
る
の
は
門
下
各
派
に
中
古
天
台
教
義
が
取
り
入
れ
ら
れ

て
い
る
事
実
を
み
て
も
解
る
の
で
あ
る
。

即
ち
身
延
以
外
の
日
蓮
門
下
に
あ
つ
て
も
、
富
士
門
流
の
日
満
師
の
日
満
抄

含
ホ
全
第
一
一巻
四
〇
四
）
に
は

間
云
、
於
入
「
此

宗
≡
一箇

大
事

　

一ム
何
、

答
、
是

義
未
二
相
伝
「　
但

天
台

一
家
之
三
箇

大
事

者
四
個
大
事

中

法
華
深
義

云

内
　
略
伝
三
箇

大
事

開
出

円
教
三
身
、

常
寂
光
土
義
、
蓮
華
因
果
是

也
、
先

此
旨

能
々
相
伝

其

上

．可
¨
得
レ
意
事
也
、
当
家
之
三
箇
大
事

者
、
御
書

．一ム
本
門
本
尊

与
ニ

私
新
抄
に
説
か
れ
た
日
隆
聖
人
の
本
尊
論
に
つ
い
て
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私
新
抄
に
説
か
れ
た
日
隆
聖
人
の
本
尊
論
に
つ
い
て

四
菩
薩
「
戒
坦
、
南
無
妙
法
蓮
華
経

五
字
也
Ｊ
ム、　
此

〓
一大
事
敗
、
敢

難
レ及
二短
慮
一然
而
粗
於
二前
後
一有
二此
義
一思
惟

宜

也
。

と
あ
り
、
本
隆
寺
派
の
日
修
師
の
真
流
正
伝
抄
巻
四

含
不
全
十
巻
壬
壬
一頁
）
に
は

伝
教
大
師
略
伝
三
箇
′秘
法
卜
云
事
道
逮
ノ修
善
寺
決
卜
云
フ物
二書
ン
リ是
レ則
チ
七
百
余
科
ノ
相
承
ノ中
フ
取
一簡
要
一ヲ為
一り
三
箇
ノ
秘
法
一卜夫

円
教

〓
一身
蓮
華
因
果
常
寂
光
土
義
也
、
此

〓
一
蓮
師
替
二名
目
一云
二本
門
三
大
秘
法
一事

録
外

一
通

抄

有
二製
作
「
　

此

中

教
ノ
〓
一身
一卜当
家
′教
主
也
、
是
フ当
宗
ス
名
一本
門
ノ本
尊
「
扱
テ蓮
華
因
果
‐、ハ者
当
宗
ノ題
ロ
ノ
一
大
事
也
、
常
寂
光
土
義
ト
ハ者
本
門

院
也
、
此
ノゴ
一大
秘
法
皆
極
二′レ当
品
一也
、
其
ノ立
処
ハ本
尊
卜与
二題
目
一極

然̈
我
実
ノ処
一　
戒
坦
院
ハ極

我̈
常
在
此
娑
婆
ノ処
一
也
、

教
大
師

末
法
太
有
近

之
五
字

恋
二
　

日
蓮

時
一御
筆
也

蓮
師
判

給
、　
　
一　
時

不
レ来
、
二
　
従
レ佛
無
レ
譲
定

故
、

化

ハ招
二紛

村
門
三
大
秘
法

名
一名
二円
教

〓
一身
等
一給
、
是
則

述
化

ル故

．不
レ名
二法
華

ゴ
一身
「
醍
醐

〓
一身
「
約
部
約
味

下

ノ之
立
二帰
ァ約
教
釈
一名
ニ
マフ
五
部
共
同

之
円
教

〓
一身
一述
化

ル事
可
三分
別
一是

〈み
知
下
立
二帰

卜
今
記
従
前
三
段
消
文

之

三
観

十
如

妙
理
一云

天
台
宗
　
事
上
也
、
此
　
天
台
伝
教

所
二
弘

残
一
　

秘
法
何
物

耶

挙
二

箇

問
「　
答

云
本
門

本
尊

事
行

妙
法

本
門

戒
坦
院
也

蓮
師
判
　
　
事
極
二
愛
元
一口
伝
　
也
。

と
あ
り
、
更
に
同
抄

２
不
全
第
十
巻
壬
壬
一頁
）
に

当
宗
ノ中
二
当
世
浅
学
ノ
所
化
大
略
至
っ
関
東
ノ
天
台
宗
ノ
談
義
所
一名
ハ一ュ

、そ
日
蓮
宗
一卜心
卜
与
ゴ
ｔ
出
ス
法
門
一者
天
台
宗
一広
云

と
述
べ
ら
れ
て
あ
り
、
当
時
の
本
隆
寺
派
の
傾
向
を
知
る
に
参
考
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
同
派
の
祖
日
真
上
人
に
は
、
法
華
経
科
註
、
護

持
止
経
論
等
の
著
作
あ
る
も
当
門
独
特
の
宗
義
は
凡
て
口
決
相
伝
に
よ
り
真
師
よ
り
日
諦
上
人
に
法
脈
継
承
さ
れ
、
諦
師
に
も
法
華
経
講

談
、
自
我
掲
講
談
等
の
著
あ
る
も
未
だ
口
伝
を
筆
受
す
る
に
至
ら
ず
、
諦
師
の
弟
子
に
し
て
隆
山
第
五
世
の
日
修
師
の
真
流
正
伝
抄
に
い

尚
ノ
其

知者

一不
一円
戒
坦

是

伝
人
述

其一
むヽ

本
門
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た
り
は
じ
め
て
彼
の
派
の
独
自
の
宗
義
を
述
べ
た
書
が
著
述
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

此
の
様
に
身
延
以
外
の
各
派
に
あ
つ
て
も
、
当
時
の
学
侶
の
殆
ん
ど
が
叡
山
又
は
そ
の
他
で
天
台
の
宗
義
を
学
び
中
古
天
台
教
義
の
影

響
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

か
か
る
口
伝
法
門
に
よ
る
秘
伝
継
承
の
形
を
生
ず
る
に
至
つ
た
動
機
は
前
述
の
如
く
、
大
聖
人
滅
後
門
下
に
お
け
る
各
派
分
張
時
代
に

於
て
互
に
そ
の
流
義
を
誇
燿
す
る
結
果
、
こ
れ
を
秘
し
て
他
門
に
示
さ
ず
天
下
無
双
唯
授

一
人
の
大
法
門
と
し
て
秘
伝
相
承
の
風
を
生
じ

た
も
の
で
、
か
か
る

一
種
の
独
善
的
態
度
は
中
古
天
台
の
そ
れ
に
倣
つ
た
も
の
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

か
か
る
中
古
天
台
の
観
心
口
伝
主
義
が
日
蓮
門
下
各
派
に
浸
潤
し
た
当
時
当
宗
に
於
て
も
、
彼
の
天
台
の
七
科
の
大
事
に
つ
い
て
、
日

存
聖
人
の
御
口
伝
が
あ
り
、
本
門
弘
経
抄
第
百
二
巻

（隆
全
十
一
巻
五
頁
）
に

日
存
聖
人
御
口
伝
に
云
く
、
彼
の
天
台
宗
七
箇
の
大
事
と
は
伝
法
要
偶
四
箇
の
大
事
、
此
れ
は
伝
教
大
師
の
本
相
承
な
り
、
略
伝
三
箇

の
大
事
と
は
慈
覚
大
師
異
朝
将
来
の
相
承
な
り
、
都
合
七
箇
な
り
、
四
個
の
大
事
の
中
の

「法
華
深
義
」
よ
り
略
伝
三
箇
の
大
事
は
出

で
た
り
、
所
謂
る
三
箇
と
は
円
教
の
三
身
、
常
寂
光
土
の
義
、
蓮
華
の
因
果
な
り
、
法
華
の
深
義
と
は
法
華
玄
義
と
云
ふ
こ
と
な
り
、

玄
義
と
は
五
重
玄
、
五
重
玄
と
は
総
別
な
り
、
別
の
体
宗
用
を
以
て
総
名
に
摂
す
、
総
名
の
妙
法
蓮
華
経
と
は
本
門
に
こ
れ
あ
り
、
本

門
の
妙
法
蓮
華
経
に
、
円
教
の
三
身
、
常
寂
光
土
、
蓮
華
因
果
の
三
箇
大
事
を
具
足
せ
り
、
此
の
三
箇
の
大
事
と
は
当
宗
三
箇
の
秘
法

な
り
、
所
以
に
本
門
の
本
尊
と
は
円
教
の
三
身
、
本
門
の
戒
坦
は
常
寂
光
土
、
事
行
の
首
題
は
蓮
華
因
果
と
相
配
す
れ
ば
、
次
で
の
如

く
義
理
亦
分
明
な
り
、
再
釈
に
及
ば
ず
ニ
ム
と
仰
せ
ら
れ
て
い
る
。

他
の
日
蓮
門
下
諸
派
が
此
の
中
古
天
台
の
観
心
主
義
の
七
科
の
大
事
に
よ
つ
て
、
自
然
本
覚
思
想
に
も
と
づ
く
本
述

一
致
の
邪
義
を
唱

え
、
或
は
勝
劣
を
唱
え
て
も
、
何
れ
も
宗
祖
の
正
義
を
習
い
失
つ
て
中
古
天
台
教
義
の
亜
流
を
以
て
宗
祖
の
宗
義
で
あ
る
と
し
て
い
る
中

私
新
抄
に
説
か
れ
た
日
隆
聖
人
の
本
尊
論
に
つ
い
て
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私
新
抄
に
説
か
れ
た
日
隆
聖
人
の
本
尊
論
に
つ
い
て

に
唯

一
人
、
存
、
道
、
隆
三
師
は
、
中
古
天
台
の
教
義
に
心
酔
す
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
を
批
判
し
て
、
本
化
別
頭
の
教
義
を
顕
揚
せ
ら
れ

た
の
で
あ
り
、
殊
に
前
記
日
存
聖
人
御
口
伝
七
科
の
大
事
中
の
略
伝
三
個
の
大
事
は
、
伝
教
大
師
の
伝
法
四
個
の
大
事
の
中

の
第

四

の

「法
華
深
義
」
よ
り
出
た
と
し
、
そ
の

「法
華
深
義
」
と
は
法
華
玄
義
に
し
て
法
華
玄
義
は
五
重
玄
で
あ
り
、
此
の
五
重
玄
に
総
別
を
分

ち
て
、
五
義
総
在
の
総
名
を
総
と
し
て
こ
の
総
名
に
体
宗
用
の
別
の
三
章
を
総
す
る
こ
と
を
明
に
し
て
、
こ
の
総
名
妙
法
蓮
華
経
に
、
本

尊
、
戒
坦
、
題
目
の
三
秘
総
在
さ
れ
、
本
尊
、
戒
坦
、
題
目
の
別
の
体
、
宗
、
用
が
総
在
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
明
に
せ
ら
れ
た
の
は
日

蓮
門
下
に
あ
つ
て
存
、
道
、
隆
の
三
聖
人
の
み
で
あ
る
。
か
か
る
時
代
に

日
像
門
流
で
は
六
箇
条
の
式
目

ｃ
ホ全
第
一
巻
一一五
一
頁
）
を
制
定
し
、
そ
の
第

一
に

定
　
禁
制
条
々

一
、
妙
顕
寺
門
徒
等
不
レ
可
レ有
二法
門
異
義
一事
。

於
二
聖
人

御
本
地
一不
レ可
レ有
レ譜
自
二
公
方
一有
二御
尋
之
一時

者
守
二御
抄
之
趣
一可
レ申
レ之

次

不
レ知
二教
道
証
道

義
二而
於
下
謂
二観
道
之
法
門
一之
輩
上
者
不
レ
可
レ為
二妙
顕
寺

御
門
徒
一
総

有
二
法
門

異
義
一
者
集
一入
バ
当

寺
一可
レ明
レ之

不
レ参

而
存
二
異
義
一者

可
レ
同
二謗
法
一者
也
。

と
定
め
ら
れ
て
、
み
だ
り
に
観
心
主
義
偏
重
を
誠
し
め
ら
れ
て
い
る
。

此
の
日
像
門
流
の
正
統
を
伝
承
し
た
日
隆
聖
人
は
観
心
偏
重
の
中
古
天
台
口
伝
法
門
を
重
ん
ず
る
日
蓮
門
下
諸
派
の
本
述

一
致
習
い
損

じ
の
勝
劣
主
義
を
破
し
て
、
日
像
門
流
正
統
の
口
伝
相
承
と
、
存
道
両
聖
人
の
法
門
口
伝
を
相
承
し
て
集
大
成
さ
れ
宗
祖
大
聖
人
の
正
義

た
る
本
門
八
品
上
行
所
伝
の
立
場
に
立
つ
て
、
中
古
天
台
並
び
に
門
下

一
致
流
各
派
を
破
す
た
め
、
教
観
二
門
に
わ
た
つ
て
述
べ
ら
れ
た

の
が
本
書
で
あ
る
と
拝
さ
れ
る
。
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三
、
本
抄

一
部
の
概
略

今
本
抄
の
内
容
を
概
観
す
る
に
、
本
抄
は
十
三
巻
よ
り
成
立
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
御
真
筆
の
御
正
本
を
拝
見
す
る
に
、
第

六
巻
が
上
巻
と
下
巻
の
二
つ
に
分
れ
て
い
る
故
十
四
巻
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
拝
さ
れ
、
全
巻
を
通
じ
て
悉
く
口
伝
を
以
て
書
か
れ
て

あ
り
、
そ
の
論
題
は
百
二
十
三
題
、
付
た
り
と
し
て
十
題
、
合
し
て
百
三
十
二
の
論
題
が
挙
げ
ら
れ
て
あ
り
、
全
巻
を
通
じ
て
そ
の
題
号

の
示
す
如
く
、
日
隆
聖
人
の
唯
授

一
人
の
法
門
を
記
述
さ
れ
た
も
の
で
、
像
門
流
の
口
伝
、
殊
に
存
、
道
両
聖
人
の
相
伝
法
門
を
顕
発
せ

ら
れ
た
も
の
で
、
全
巻
百
三
十
二
の
論
題
を
通
観
す
れ
ば
宗
祖
大
聖
人
の
御
正
統
妙
法
蓮
華
経
宗
の
教
相
論
、
顕
本
論
、
本
尊
論
、
成
佛

論
、
本
述
能
所
論
、　
一
念
三
千
論
、
本
門
開
会
論
、
本
門
流
通
論
、
付
嘱
論
、
三
益
論
、
佛
土
論
、
相
承
論
等
に
つ
い
て
述
べ
て
あ
り
、

本
抄

一
部
に
よ
つ
て
本
宗
教
義
の
教
観
二
門
の
大
綱
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

今
そ
の
十
三
巻
の

一
々
に
つ
い
て
主
た
る
内
容
を
述
べ
る
と
。

第

一
巻
　
教
相
論
、
主
と
し
て
種
、
熟
、
脱
の
三
益
に
約
し
て
教
相
を
論
ず
。

第
二
巻
　
教
相
論
　
主
と
し
て
本
述
待
絶
二
妙
に
約
し
て
教
相
を
論
ず
。

第
二
巻
　
顕
本
論
　
五
重
玄
に
約
し
て
久
遠
本
地
を
開
顕
す
。

第
四
巻
　
顕
本
論
　
一二
身
顕
本
に
約
し
て
報
身
顕
本
正
意
を
顕
す
。

第
五
巻
　
本
尊
論
　
総
名
本
尊
の
解
説

第
六
、
七
巻
　
本
尊
論
　
別
体
本
尊
た
る
久
遠
本
佛
に
つ
い
て
。

第
八
巻
　
成
佛
論
　
一
一箇
の
大
事
、
権
者
実
者
の
成
佛
を
説
く
。

第
九
巻
　
下
種
論
　
能
所
本
述
、
本
述
下
種
に
つ
い
て
。

私
新
抄
に
説
か
れ
た
日
隆
聖
人
の
本
尊
論
に
つ
い
て
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私
新
抄
に
説
か
れ
た
日
隆
聖
人
の
本
尊
論
に
つ
い
て

第
十
巻
　
一
念
三
千
論
　
一
念
三
千
観
に
於
け
る
述
本
の
不
同
。

第
十

一
巻
　
開
会
論
　
初
め
に
待
絶
二
妙
を
、
次
に
本
門
絶
待
開
会
を
明
す
。

第
十
二
巻
　
滅
後
流
通
論
　
始
め
に
正
宗
流
通
、
次
に
神
力
嘱
累
両
付
嘱
、
後
に
滅
後
流
通
を
明
す
。

第
十
三
巻
　
一二
益
寂
光
血
脈
論

以
上
で
あ
る
。

次
に
日
隆
聖
人
御
真
筆
御
正
本
を
本
能
寺
に
留
め
日
承
上
人
御
写
本
の
私
新
抄
を
本
興
寺
御
文
庫
に
留
め
る
理
由
と
し
て
、

日
承
上
人
御
真
筆
の
私
新
抄
五
巻
の
巻
尾
に
次
の
如
く
記
さ
れ
て
い
る
の
を
拝
す
る
と
、

此
抄
以
二隆
師

御
草
案

御
直
筆
一奉
¨
転
二写

之
一併
ァ有
二′レ淘
命
相
続

士Ｐ
而
己
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
承

天
文
拾
参
年
極
月
拾
六
日

私
新
抄
御
正
本
を
本
能
寺
に
置
く
の
は
専
ら
歴
代
貫
首
の
法
命
相
続
の
為
で
あ
る
こ
と
が
解
る
。

更
に
日
承
上
人
御
筆
の
私
新
抄
第
五
巻
、
巻
尾
の
前
記
の
御
文
の
裏
に
左
の
如
く
記
さ
れ
て
い
る
。

此
の
私
新
抄
は
本
興
寺
の
什
物
な
り
。
開
基
上
人
御
真
筆
の
私
新
抄
は
本
能
寺
に
こ
れ
有
る
事
、
先
代
両
寺
貫
首

一
人
し
て
各
年
持
の

時
節
京
へ
御
持
参
な
ら
れ
跡
に
残
り
今
に
至
る
ま
で
京
に
こ
れ
あ
り
。
其
の
後
本
能
寺
日
承
御
代
に
寺
僧
衆

へ
承
師
御
申
候
は
、
是
は

本
興
寺
宝
物
に
し
て
こ
れ
有
り
、
尼
崎

へ
返
弁
こ
れ
あ
る
可
き
旨
再
三
御
申
候
ど
も
寺
僧
承
引
こ
れ
な
き
故
、
こ
れ
に
よ
つ
て
承
師
御

筆
に
し
て
御
判
形
遊
ば
さ
る
る
此
の
私
新
抄

一
部
承
師
よ
り
開
山
真
筆
替
に
御
越
な
さ
れ
、
本
興
寺
什
物
に
納
め
置
く
な
り
。

四
、
日
隆
聖
人
の
本
尊
論

１
、
総
名
総
体
本
尊

-130-



私
新
抄
に
顕
さ
れ
た
日
隆
聖
人
の
本
尊
論
の
特
色
は
、
本
尊
に
総
名
、
総
体
、
能
生
の
本
尊
と
、
別
体
所
生
の
本
尊
の
あ
る
こ
と
を
明

に
せ
ら
れ
た
こ
と
で
総
体
本
尊
と
は
本
尊
抄
の
御
文
に
も
明
ら
か
な
る
ご
と
く
八
品
所
顕
の
総
名
南
無
妙
法
蓮
華
経
で
あ
る
。
こ
の
本
地

本
門
八
品
に
顕
わ
さ
れ
た
総
体
本
尊
を
明
し
て
本
抄
第
五
巻

Ｃ
示全
第
一一一巻
〓
〓
一頁
）
に

口
伝
に
云
く
、
本
門
の
本
尊
と
は
南
無
妙
法
蓮
華
経
な
り
、
妙
法
と
は
五
重
玄
、
五
重
玄
と
は
三
世
十
方
の
佛
菩
薩

一
切
衆
生
依
正
万

法
を
摂
す
、
依
正
万
法
は
広
し
と
云
へ
ど
も
十
界
三
千
の
依
正
に
過
ぎ
ず
、
此
の
如
く
万
法
は
総
名
の
首
題
に
円
満
せ
り
。

と
説
か
れ
、
こ
の
総
名
総
体
の
本
尊
た
る
南
無
妙
法
蓮
華
経
よ
り
十
界
の
聖
衆
は
生
み
出
だ
さ
れ
た
る
故
に
総
名
南
無
妙
法
蓮
華
経
は
能

生
で
あ
り
、
十
界
は
所
生
な
る
こ
と
を
明
し
、
本
抄

含
ホ
全
第
一一一巻
一一四
四
頁
）
に

師
仰
に
云
く
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
は
釈
尊
多
宝
等
佛
菩
薩
十
界
聖
衆
の
本
尊
な
り
。
首
題
よ
り
本
地
本
因
妙
の
地
涌
も
本
果
の
釈
尊
も

出
生
せ
り
、
本
地
釈
尊
よ
り
垂
述
の
大
通
、
空
王
、
大
日
、
弥
陀
、
薬
師
等
の
三
世
十
方
の
諸
佛
を
出
生
せ
り
、
佛
法
に
叶
は
ざ
る
機
の

為
に
地
蔵
観
音
等
の
諸
菩
薩
を
出
生
せ
り
、
菩
薩
部
に
叶
は
ざ
る
機
の
為
に
二
乗
等
の
声
間
の
形
を
顕
せ
り
、
是
に
叶
は
ざ
る
機
の
為

に
は
不
動
愛
染
等
の
明
王
の
形
を
以
て
益
物
す
、
其
れ
に
叶
は
ざ
る
機
の
為
に
虚
空
蔵
、
弁
財
天
等
の
形
を
顕
は
し
て
こ
れ
を
益
す
、

其
に
叶
は
ざ
れ
ば
天
照
大
神
等
の
諸
神
の
形
を
以
て
結
縁
す
、
こ
れ
に
叶
は
ざ
る
は
美
男
美
女
の
形
を
以
て
之
を
益
す
、
或
は
三
悪
四

衆
の
形
を
示
現
し
て
此
を
益
す
。
総
じ
て
十
界
の
尊
形
に
即
し
て
首
題
を
顕
示
す
。
首
題
の
本
尊
よ
り
次
第
梯
登
し
て
従
本
垂
述
、
又

述
を
摂
し
て
本
に
帰
す
。
本
と
は
妙
法
蓮
華
経
是
れ
即
ち
十
界
本
地
の
本
尊
な
り
。
十
界
悉
く
妙
法
蓮
華
経
の
体
内
に
あ
つ
て
自
受
法

楽
し
即
身
成
佛
す
る
な
り
。
三
世
益
物
皆
妙
法
蓮
華
経
の
利
生
な
り
。
さ
れ
ば
本
門
の
妙
法
蓮
華
経
は
十
界
の
本
尊
な
り
。

と
判
じ
て
、
総
名
総
体
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
は
能
生
で
あ
り
、
久
遠
本
佛
釈
迦
、
多
宝
及
び
本
化
上
行
等
の
菩
薩
以
下
は
所
生
で
あ
り
、

総
名
南
無
妙
法
蓮
華
経
は
釈
尊
多
宝
等
十
界
衆
衆
の
本
尊
で
あ
る
こ
と
を
明
に
せ
ら
れ
た
。
故
に
こ
の
本
尊
を
図
顕
さ
れ
た
図
顕
本
尊
に

私
新
抄
に
説
か
れ
た
日
隆
聖
人
の
本
尊
論
に
つ
い
て
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私
新
抄
に
説
か
れ
た
日
隆
聖
人
の
本
尊
論
に
つ
い
て

っ
い
て
も
能
生
、
所
生
を
明
に
せ
ら
れ
て
、
本
抄
第
五

含
示
全
第
一一一巻
〓
〓
ハ
頁
）
に

中
間
に
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
顕
し
奉
る
は
総
体
な
り
。
此
の
総
持
の
題
目
よ
り
十
界
を
出
生
せ
り
。
…
…

と
明
さ
れ
て
あ
る
。

次
で
総
名
本
尊
に
能
開
、
所
開
、
本
述
を
具
す
こ
と
を
明
さ
れ
て
、
亦
総
名
を
五
重
玄
に
約
し
て
論
じ
総
体
、
別
体
を
分
別
し
、
別
は
総

を
別
し
、
総
は
別
を
総
す
る
こ
と
を
明
に
せ
ら
れ
て
い
る
。

即
ち
本
尊
に
能
開
、
所
開
を
あ
る
こ
と
を
明
し
て

含
ホ
全
第
一一一巻
〓
一四
頁
）
に

口
伝
に
云
く
本
門
の
本
尊
之
は
十
界
互
具
百
界
千
如

一
念
三
千
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
是
れ
な
り
。

と
あ
る
の
は
総
名
南
無
妙
法
蓮
華
経
に

一
念
三
千
摂
し
て
い
る
こ
と
を
顕
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
故
に
別
を
以
て
総
を
顕
わ
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
故
に
次
下
の
本
文
に

南
無
妙
法
蓮
華
経
は
能
開
能
具
、
釈
迦
多
宝
は
所
開
所
具
な
る
べ
し
。

と
総
名
を
以
て
能
開
能
具
と
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
に

題
日
、
釈
迦
、
地
涌
は
能
開
能
具
、
分
身
諸
佛
以
下
は
所
開
所
具
な
る
べ
し

と
判
じ
て
、
総
名
南
無
妙
法
蓮
華
経
体
内
の
本
地
の

一
体
三
宝
た
る
題
目

（別
体
南
無
妙
法
蓮
華
経
）、　
釈
迦
、
地
涌
は
能
開
、
能
具
で

あ
り
、
そ
れ
よ
り
開
出
せ
ら
れ
る
分
身
以
下
の
所
開
の
三
宝
は
所
開
、
所
具
で
あ
る
こ
と
を
明
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
次
下
の
本
文
に

題
目
は
総
名
、
釈
迦
諸
佛
菩
薩
己
下
は
別
の
体
宗
用
な
り
、

と
明
さ
れ
た
の
は
、
総
名
は
五
重
玄
総
在
で
あ
り
、
こ
の
総
名
よ
り
開
出
し
た
別
体
本
尊
た
る
釈
尊
以
下
は
別
の
体
宗
用
即
ち
体
宗
用
は

三
身
、
十
種
の
三
宝
で
あ
り
、
こ
の
別
の
体
宗
用
は
五
重
玄
総
在
の
総
名
に
摂
せ
ら
れ
る
こ
と
を
明
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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更
に
題
目
、
釈
尊
、
地
涌
、
分
身
以
下
を
本
述
に
判
別
し
て
本
抄
第
五

Ｃ
小
全
第
一一一巻
〓
一四
頁
）
に

口
伝
に
云
く
、
題
目
は
本
也
、
釈
尊
以
下
は
述
な
り
、
又
題
目
釈
尊
地
涌
は
本
也
、
分
身
諸
佛
以
下
は
述
な
り
。

と
判
じ
、
本
地
の

一
法
、　
一
佛
、　
一
菩
薩
を
総
持
す
る
総
名
は
能
開
、
能
生
な
る
故
、
本
、
総
名
よ
り

一
法
、　
一
佛
、　
一
菩

薩

を

開

出

し
、
こ
の

一
法
、　
一
佛
、　
一
菩
薩
よ
り
本
の
為
に
述
を
施
す
と
き
、
多
佛
、
多
菩
薩
と
な
り
、
述
と
な
る
の
で
あ
る
。
故
に
こ
れ
は
従
本

垂
述
の
意
で
あ
り
、
廃
述
顕
本
の
時
は
、
分
身
諸
佛
は
、
釈
尊
体
内
に
流
入
し
て
釈
迦

一
佛
と
な
り
、
諸
菩
薩
以
下
九
界
は
本
化
地
涌
の

体
内
に
流
入
し
て

一
菩
薩
と
な
る
の
で
あ
る
。

か
く
の
如
く
本
地
総
名
よ
り
本
地

一
法
、　
一
佛
、　
一
菩
薩
を
開
出
し
、
従
本
垂
述
の
時
は
本
地

一
法
よ
り
述
化
多
菩
薩
を
出
生
し
、
廃
述

顕
本
、
開
述
顕
本
す
れ
ば
悉
く
本
地
の

一
法
、　
一
佛
、　
一
菩
薩
の
体
内
に
流
入
し
悉
く
本
地
と
な
る
の
で
あ
る
。

か
く
の
如
く
総
名
妙
法
蓮
華
経
に
は
悉
く
の
法
、
佛
、
身
土
を
総
在
し
、
本
地
総
名
よ
り
開
出
さ
れ
た
本
佛
に
は
三
身
の
徳
を
具
し
、

本
化
に
は
述
化
諸
菩
薩
を
開
出
す
る
徳
を
具
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
本
述
に
判
じ
総
名
に
悉
く
そ
の
徳
を
具
し
て
い
る
こ
と
を
明

に
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

次
に
三
世
に
約
し
て
本
尊
を
明
さ
れ
て

（宗
全
第
一一一巻
〓
量

頁
）
過
去
久
遠
に
約
し
て
論
ず
る
と

南
無
妙
法
蓮
華
経
は
法
、
釈
尊
は
佛
な
り
。
法
は
聖
の
師
な
れ
ば
、
釈
尊
地
涌
の
為
に
は
師
、
能
生
な
れ
ば
本
尊
な
り
。

と
し
て
、
総
名
妙
法
蓮
華
経
が
本
佛
本
化

の
本
尊
で
あ
る
事
を
明
し
、
今
日
在
世
に
約
し
て
、

過
去
久
遠
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
並
に
本
地
釈
尊
、
地
涌
の
菩
薩
は
本
尊
、

在
世
正
機
た
る
三
五
七
九
等
は
聖
衆
、
脇
士

と
判
じ
て
、
久
遠
下
種
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
そ
れ
を
修
行
し
て
佛
に
な
つ
た
本
地
の
釈
尊
と
そ
の
弟
子
本
化
地
涌
の
菩
薩
は
、
今
日
在

私
新
抄
に
説
か
れ
た
日
隆
聖
人
の
本
尊
論
に
つ
い
て

―-133-



私
新
抄
に
説
か
れ
た
日
隆
聖
人
の
本
尊
論
に
つ
い
て

世
の
教
主
た
る
釈
尊
の
本
地
な
る
故
、
今
日
始
成
の
釈
尊
よ
り
法
を
聞
く
三
、
五
、
七
、
九
法
界
の
衆
生
は
過
去
下
種
に
よ
つ
て
、
得
脱

し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
久
遠
下
種
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
、
本
佛
釈
尊
、
本
化
地
涌
は
今
日
在
世
の
人
々
よ
り
す
れ
ば
本
尊
な
り
と
説
か
れ

滅
後
流
通
に
約
す
れ
ば
、

首
題
、
本
述
の
佛
菩
薩
、
総
じ
て
在
世
得
脱
の
当
機
衆
は
本
尊
、
未
来
の
手
本
な
る
故
。

と
指
南
さ
れ
て
あ
る
。
故
に
滅
後
の
衆
生
に
と
つ
て
は
、
総
名
南
無
妙
法
蓮
華
経
及
び

一
切
の
体
内
の
衆
生
は
我
々
の
得
脱
の
手
本
と
な

る
故
本
尊
と
な
る
の
で
あ
る
と
、
三
世
に
亘
つ
て
衆
生
の
本
尊
悉
く
総
名
南
無
妙
法
蓮
華
経
で
あ
る
こ
と
を
明
に
せ
ら
れ
て
い
る
。

次
に
、
本
尊
に
つ
い
て
、
絶
待
妙
、
相
待
妙
、
能
荘
厳
、
所
荘
厳
の
あ
る
こ
と
明
さ
れ
、
在
世
滅
後
、
摂
受
、
折
伏
に
つ
い
て
の
本
尊
を

明
に
せ
ら
れ
、
こ
と
に
滅
後
流
通
の
立
場
よ
り
、
折
伏
下
種
の
本
尊
の
相
を
明
に
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
根
本
た
る
総
体
本
尊
に
具

し
て
い
る

一
体
二
義
の
展
開
に
外
な
ら
ず
、
相
待
を
以
て
絶
待
を
顕
し
、
相
待
を
以
て
絶
待
を
厳
る
こ
と
こ
れ
み
な
本
地
総
体
の
南
無
妙

法
蓮
華
経
を
顕
し
て
末
法
の

一
切
衆
生
の
根
本
下
種
の
種
子
を
明
に
せ
ん
た
め
で
あ
る
。
即
ち
本
抄
第
五
に
能
生
総
在
南
無
妙
法
蓮
華
経

の
本
尊
に
待
絶
二
妙
を
具
す
る
こ
と
を
明
に
し
て

（一示
全
第
一一一巻
〓
曇
一頁
）

口
伝
に
云
く
、
相
待
妙
絶
待
妙
に
約
し
て
本
尊
を
口
伝
す
べ
き
な
り
。

と
あ
り
、
は
じ
め
に
相
待
妙
の
折
伏
修
行
の
本
尊
を
明
し
て
、

相
待
妙
と
は
十
界
聖
衆
彼
此
差
別
あ
れ
ば
相
待
な
り
、
相
待
す
れ
ば
、
下
を
捨
て
て
上
に
向
い
、
劣
を
捨
て
て
勝
を
取
る
者
な
り
。
六

界
の
劣
を
捨
て
二
乗
界
の
勝
を
取
り
、
二
乗
界
を
捨
て
又
菩
薩
界
を
取
り
、
菩
薩
を
捨
て
て
佛
界
を
取
り
、
佛
界
を
捨
て
て
南
無
妙
法

蓮
華
経
を
取
る
。
是
れ
六
道
二
乗
相
待
し
、
二
乗
菩
薩
相
待
し
、
述
化
本
化
相
待
し
、
本
佛
首
題
相
待
し
、
本
佛
を
指
し
置
て
首
題
を

取
る
意
な
る
べ
し
。
是
れ
相
待
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
是
れ
折
伏
修
行
の
本
尊
な
り
。
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と
判
じ
、
次
に
絶
待
妙
の
本
尊
、
摂
受
四
安
楽
行
の
本
尊
を
明
し
て

絶
待
と
は
釈
尊
己
下
佛
菩
薩
二
乗
等
悉
く
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
総
持
に
摂
取
す
る
是
れ
絶
待
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
、
是
れ
摂
受
四
安
楽

の
本
尊
な
る
べ
し
。

と
判
じ
ら
れ
て
い
る
。

然
し
て
更
に
本
尊
の
相
待
、
絶
待
に
つ
い
て
、
能
荘
厳
と
所
荘
厳
の
あ
る
こ
と
を
明
し
、
相
待
妙
の
能
荘
厳
を
以
て
、
絶
待
妙
の
所
荘
厳

を
顕
わ
す
こ
と
を
明
し
て

（宗
全
第
一一一巻
〓
三

頁
）

仰
に
云
く
、
相
待
妙
は
能
荘
厳
、
絶
待
妙
は
所
荘
厳
な
り
。
…
…
首
題
の
絶
待
は
所
荘
厳
、
釈
尊
己
下
の
十
界
の
聖
衆
は
能
荘
厳
、
首

題
は
能
開
、
釈
尊
己
下
は
所
開
な
る
べ
し
。
十
界
の
聖
衆
を
相
待
し
て
下
よ
り
上
に
向
い
勝
劣
展
転
相
待
し
て
、
本
地
の
本
果
妙
の
釈

尊
の
十
界
具
足
の
絶
待
を
顕
し
、
又
本
果
本
因
待
対
し
て
本
果
よ
り
本
因
に
向
ふ
。

と
指
南
さ
れ
て
、
本
地
本
門
の
十
界
の
人
法
と
、
述
中
の
十
界
の
人
法
、
即
ち
本
述
の
十
界
の
人
法
、
聖
衆
が
総
名
南
無
妙
法
蓮
華
経
の

体
内
に
宛
然
と
し
て
存
在
し
、
相
待
妙
を
顕
し
、
そ
の
能
開
、
所
開
宛
然
と
存
在
す
る
相
待
妙
の
十
界
に
つ
い
て
、
十
界
の
聖
衆
の
界
々

を
相
待
し
下
地
獄
界
よ
り
上
佛
界
に
向
つ
て
、
そ
の
界
々
の
能
所
勝
劣
を
論
じ
、
展
転
し
次
第
に
相
待
し
て
此
の
相
待
妙
を
以
て
本
地
の

本
果
妙
の
釈
尊
は
十
界
を
具
足
す
る
円
佛
で
あ
り
、
相
待
妙
を
以
て
本
尊
に
顕
わ
さ
れ
た
能
荘
厳
の
十
界
を
具
足
す
る
円
佛
で
あ
る
と
い

う
絶
待
妙
を
顕
わ
す
の
で
あ
る
。

ま
た
本
果
妙
の
十
界
と
本
因
妙
の
十
界
を
相
待
し
て
上
の
本
果
妙
に
総
在
さ
れ
る
本
因
本
果
の
十
界
よ
り
、
下
の
本
因
妙
本
因
本
果
を

総
在
す
る
総
名
南
無
妙
法
蓮
華
経
総
在
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
絶
待
妙
を
顕
わ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
更
に
次
下
の
本
文
に

本
因
妙
の
名
字
即
は

一
切
諸
佛
の
下
種
の
根
元
、
百
界
千
如

一
念
三
千
の
宝
筐
十
方
三
世
諸
佛
出
生
の
門
な
り
、
是
れ
即
ち

一
切
衆
生

私
新
抄
に
説
か
れ
た
日
隆
聖
人
の
本
尊
論
に
つ
い
て
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私
新
抄
に
説
か
れ
た
日
隆
聖
人
の
本
尊
論
に
つ
い
て

開
悟
得
脱
の
根
本
、
三
世
十
方
微
塵
の
経
々
の
能
生
総
持
の
処
な
る
べ
し
。　
一
切
万
法
の
根
本
は
即
ち
絶
待
不
思
議
の
一
法
な
り
。
根

本
の

一
法
と
は
所
謂
南
無
妙
法
蓮
華
経
是
れ
な
る
べ
し
。
此
の
如
く
得
意
せ
ば
相
待
絶
待
は

一
法
の
二
義
に
し
て
、
相
待
を
以
て
絶
待

を
厳
り
、
相
待
を
以
て
絶
待
を
顕
す
。
此
の
如
く
絶
待
を
撰
定
す
る
こ
と
は
、
本
地
の
首
題
を
顕
し
て

一
切
衆
生
の
下
種
根
本
の
父
を

知
ら
し
め
ん
が
為
な
り
。
勝
劣
転
々
し
て
知
ら
し
む
る
所
詮
は
何
事
ぞ
や
、
生
死
の
長
夜
を
照
ら
す
大
灯
明
、
元
品
の
無
明
を
切
る
大

利
創
之
に
過
ぎ
ず
。　
豊
に
相
待
を
捨
て
て
絶
待
を
取
り
、
絶
待
を
捨
て
て
、　
相
待
を
取
ら
ん
や
、　
待
絶
総
じ
て
之
を
行
ず
べ
し
、　
所

謂
、
雨
前
法
華
の
諸
宗
法
華
宗
を
待
対
し
て
、
本
門
寿
量
品
総
持
絶
待
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
に
帰
せ
し
む
、
是
れ
誠
に
待
絶
総
持
の
正

像
未
弘
の
本
尊
な
り
。

と
指
南
せ
ら
れ
て
、

本
果
と
本
因
を
相
待
し
て
本
果
よ
り
本
因
に
向
う
本
因
妙
の
名
字
即
、
即
ち
本
因
本
果
を
総
在
す
る
総
在
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
但
信

口
唱
す
る
本
因
妙
の
名
字
即
の
信
心
が

一
切
の
根
本
で
あ
り
、
そ
の
根
本
の

一
法
と
は
総
名
総
在
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
で
あ
る
。
こ
の
根

本

の

一
法
に
待
絶
二
妙
を
具
し
、
相
待
を
以
て
絶
待
を
顕
す
こ
と
は

一
切
衆
生
下
種
の
根
本
た
る
父
、
即
ち
総
在
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
顕

す
た
め
で
あ
り
、
又
能
所
勝
劣
転
々
し
能
開
所
開
を
明
に
し
、
能
開
総
持
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
示
し
、
こ
の
総
在
の
南
無
妙
法
蓮
華
経

に
相
待
絶
待
総
持
す
る
こ
と
を
明
し
、
本
地
本
門
八
品
の
正
宗
た
る
寿
量
品
に
絶
待
相
待
総
持
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
説
か
れ
て
い
る
こ
と

を
明
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
故
に
総
在
南
無
妙
法
蓮
華
経
は
種
子
下
種
の
本
尊
で
あ
り
、
能
所
相
待
絶
待
を
総
在
す
る
本
尊
で
あ
る
こ
と
を

明
さ
れ
て
あ
り
、
こ
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
体
内
に
あ
る
本
地
十
界
の
人
法
聖
衆
と
述
中
十
界
の
人
法
の
聖
衆
を
示
さ
れ
た
の
は
能
生
総

在
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
本
尊
は
釈
迦
多
宝
己
下
能
荘
厳

の
十
界
の
聖
衆
の
相
待
妙
を
以
て
、
所
荘
厳
た
る
能
所
相
待
絶
待
を
総
在
す
る

能
生
の
種
子
下
種
の
本
尊
で
あ
る
こ
と
を
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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更
に
総
名
本
尊
は
総
体
総
持
の
三
宝
で
あ
る
こ
と
を
別
体
本
尊
の
三
宝
を
以
て
示
さ
れ
て
あ
る
。

即
ち
本
抄
第
五

Ｃ
不
全
第
一一一巻
〓
二

頁
）
に

本
尊
と
は
三
宝
な
り
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
は
法
宝
、
釈
尊
は
佛
宝
、
地
涌
は
僧
宝
、
九
界
の
能
具
を
地
涌
と
云
ひ
、
所
具
の
九
界
は
本

有
と
し
て
地
涌
に
冥
合
し
て
一
鉢
な
り
、
釈
尊
と
地
涌
と
一
鉢
不
二
な
る
功
徳
は
妙
法
蓮
華
経
な
れ
ば
本
門
常
住
の
一
体
三
宝
な
る
べ

し
。
三
宝
は
即
ち
体
宗
用
、
鉢
宗
用
は
三
身
な
り
。
十
種
の
三
宝
之
を
思
ふ
べ
し
、
此
の
時
本
尊
の
総
別
、
十
界
の
聖
衆
悉
く

一
鉢
三

宝
、
三
身
に
し
て
皆
本
門
の
本
尊
な
り
。
滅
後
に
約
せ
ば
法
宝
は
首
題
、
佛
宝
は
絵
像
木
像
の
釈
尊
、
僧
宝
は
上
行
等
日
蓮
聖
人
乃
至

末
代
の
僧
是
れ
な
る
べ
し
、
別
相
の
三
宝
は
在
世
は
佛
法
僧
の
一
鉢
三
宝
、
滅
後
は
僧
法
佛
な
り
。

と
指
南
し
て
、
別
鉢
本
尊
の
三
宝
を
以
て
、
総
体
本
尊
の
総
持
三
宝
を
示
さ
れ
て
い
る
。

御
指
南
の

「本
尊
と
は
三
宝
」
な
り
と
あ
る
本
尊
と
は
別
鉢
の
本
尊
で
あ
り
、

「南
無
妙
法
蓮
華
経
は
法
宝
な
り
」
と
あ
る
の
は
別
体

の
本
尊
た
る
本
門
の
教
主
釈
尊
が
証
得
し
た
事
具
三
千
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
で
こ
れ
は
別
体
の
妙
法
蓮
華
経
で
あ
り
、

「釈
尊
は
佛
宝
」

と
い
う
の
は
本
門
の
教
主
釈
尊
で
あ
り
、

「地
涌
は
僧
宝
」
と
い
う
の
は
本
地
の
九
界
を
総
在
す
る
地
涌
の
上
行
菩
薩
で
あ
り
、
僧
宝
た

る
九
界
を
総
在
す
る
本
因
妙
の
上
行
菩
薩
は
、
佛
宝
た
る
本
果
妙
の
本
地
の
佛
界
の
釈
尊
と
、
師
弟
た
る
佛
界
と
九
界
が
冥
合
し
て
一
体

と
な
つ
て
本
因
本
果
本
国
土
依
報
正
報
互
具
す
る
事
具

一
念
三
千
の
妙
法
蓮
華
経
と
な
る
か
ら
、
こ
れ
は
本
門
常
住
の
一
体
三
宝
で
、
此

の
佛
法
僧
の
三
宝
に
於
て
法
宝
た
る
妙
法
蓮
華
経
は
妹
、
佛
宝
た
る
釈
尊
は
宗
、
僧
宝
た
る
地
涌
上
行
菩
薩
は
用
に
し
て
、
こ
れ
総
名
総

体
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
よ
り
開
出
さ
れ
た
別
体
三
章
の
鉢
宗
用
で
此
の
別
体
三
章
の
鉢
宗
用
を
三
宝
に
約
す
る
と
法
宝
た
る
別
体
の
妙
法

蓮
華
経
は
体
、
佛
宝
た
る
本
佛
釈
尊
は
宗
、
僧
宝
た
る
本
化
上
行
菩
薩
は
用
で
あ
る
が
、
三
身
に
約
す
る
時
は
鉢
は
法
身
、
宗
は
報
身
、

用
は
応
身
の
三
身
と
な
る
。
此
の
別
外
の
三
章
た
る
鉢
宗
用
を
総
名
に
摂
め
、
更
に
名
体
宗
用
教
の
五
重
玄
を
以
要
言
之
の
総
要
に
総
在

私
新
抄
に
説
か
れ
た
日
隆
聖
人
の
本
尊
論
に
つ
い
て
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私
新
抄
に
説
か
れ
た
日
隆
聖
人
の
本
尊
論
に
つ
い
て

す
る
、
こ
の
総
名
に
総
持
さ
れ
た
三
宝
を
総
持

一
体
の
三
宝
と
い
う
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
同
抄
に

此
の
時
本
尊
の
総
別
十
界
聖
衆
悉
く

一
鉢
三
宝
三
身
に
し
て
皆
本
門
の
本
尊
な
り
。

と
指
南
さ
れ
て
あ
り
、

「此
の
時
」
と
は
別
体
の
本
尊
た
る

一
体
三
宝
を
総
体
の
本
尊
に
収
め
て
総
持
の
一
体
三
宝
を
顕
す
時
で
あ
り
、

「本
尊
の
総
別
」
と
は
能
生
総
在
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
本
尊
は
総
で
あ
り
、
総
名
本
尊
体
内
の
十
界
の
聖
衆
は
別
に
し
て
、
こ
の
総
体

本
尊
は
別
体
本
尊
を
総
在
し
、
別
体
本
尊
は
総
体
本
尊
を
別
し
、
別
体
本
尊
を
以
て
総
体
本
尊
を
顕
わ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

故
に
別
を
以
て
総
を
顕
わ
す
、
即
ち
別
体
本
尊
を
以
て
総
を
顕
わ
す
、
即
ち
別
体
本
尊
を
以
て
総
体
本
尊
を
顕
わ
せ
ば
別
体
本
尊
た
る
十

界
聖
衆
は
悉
く
佛
法
僧
の
一
体
三
宝
で
あ
り
、
ま
た
十
界
の
聖
衆
は
別
体
三
章
の
鉢
宗
用
で
あ
り
、
体
宗
用
は
ま
た
法
報
応
の
三
身
で
あ

つ
て
、
こ
の
別
体
本
尊
た
る

一
体
三
宝
の
十
界
聖
衆
と
、
法
報
応
の
三
身
た
る
十
界
聖
衆
は
悉
く
能
生
総
在
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
に
収
め

ら
れ
て
三
宝
を
総
持
す
る
本
尊
が
顕
わ
さ
れ
る
故
に
本
門
の
本
尊
た
る
総
体
総
名
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
は
佛
法
僧
の
三
宝
を
総
持
総
在
す

る
総
体
の
本
尊
な
の
で
あ
る
。

２
、
本
尊
に
於
け
る
内
証
真
実
説

日
隆
聖
人
に
よ
れ
ば
宗
祖
大
聖
人
御
図
顕
の
本
尊
中
の
我
が
国
神
た
る
天
照
太
神
、
八
幡
大
菩
薩
に
つ
い
て
従
来
他
門
流
に
於
て
は
現

相
説
を
採
る
に
対
し
内
証
真
実
説
を
以
て
他
門
を
破
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
本
尊
に
於
て
内
証
説
と
現
相
説
を
立
て
る
の
は
日

隆
聖
人
唯

一
人
な
の
で
あ
り
ま
す
。

即
ち
日
隆
聖
人
と
同
時
代
及
び
先
師
の
人
々
の
見
解
を
み
る
に
、
本
尊
論
資
料

（第
一一篇
諸
山
相
伝
一一十
八
頁
）

の
当
宗
相
伝
大
曼
茶
羅

事
日
像
御
伝
大
覚
記
に

天
照
八
幡
は
人
界
な
り
、
但
し
天
照
八
幡
は
外
相
は
鬼
畜
の
摂
属
な
り
。
諸
天
善
神
な
る
か
故
に
と
一ム云
。
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と
あ
り
、
又
同
資
料

（一ハ
十
八
頁
）
に

御
本
尊
相
伝
抄
に
同
文
の
記
載
有
之
。

と
、
同
資
料

（八
十
四
頁
）
の

本
尊
相
伝
、
日
朗
相
承
久
遠
寺
日
学
等
伝
来
に

天
照
太
神
八
幡
大
菩
薩
等
の
諸
神
を
現
前
に
付
て
鬼
畜
に
摂
す
。

同
資
料

金
一〇
八
頁
）
に

天
照
八
幡
を
ば
鬼
畜
に
摂
す
る
也
一本云
。

同
資
料

（
一
四
五
頁
）
の

本
尊
行
者
用
心
口
決
　
日
朝
記
に

神
明
等
は
現
前
に
就
て
は
或
は
鬼
、
或
は
畜
、
其
形

一
准
な
ら
ず
。

同
資
料

（
一
〇
八
頁
）
の

御
本
尊
口
伝
面
授
　
日
意
談
に

鬼
子
母
神
十
羅
刹
女
に
天
照
八
幡
等
の
諸
神
を
摂
し
。

同
資
料

（仝

一頁
）
の

本
尊
三
種
智
識
　
日
朝
談
　
一小
日
意
に

天
照
八
幡
は
鬼
子
母
羅
刹
の
所
摂
な
る
べ
し
。

と
以
上
の
如
く
述
べ
ら
れ
、
何
れ
も
、
鬼
、
畜
の
摂
属
に
入
れ
て
お
ら
れ
る
。

私
新
抄
に
説
か
れ
た
日
隆
聖
人
の
本
尊
論
に
つ
い
て
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私
新
抄
に
説
か
れ
て
日
隆
聖
人
の
本
尊
論
に
つ
い
て

然
し
て
当
時
の
鬼
、
畜
と
い
う
の
は
今
日
我
々
が
常
識
的
に
考
え
て
い
る
餓
鬼
、
畜
生
と
い
う
の
で
は
な
く
、
鬼
神
、
竜
神
と
い
う
こ

と
な
の
で
あ
る
。

こ
の
鬼
神
、
竜
神
と
い
う
考
え
方
は
相
当
古
く
よ
り
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で
、
宗
祖
当
時
の

一
般
の
神
祗
観
は
、
神
を
六
道
の
摂
と
し
、

天
部
を
鬼
神
、
脩
羅
部
を
竜
神
と

一
般
的
に
佛
教
に
於
て
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
更
に
宗
祖
当
時
本
地
垂
述
説
の
行
わ
れ
て
い
た
文

拠
と
し
て
、
日
像
菩
薩
の
曼
荼
羅
相
伝

ｃ
ホ
全
第
一
巻
壬

一人
頁
）
に

天
照
八
幡
等
は
本
地
釈
迦
の

一
佛
の
垂
述
和
光
に
し
て
利
益
衆
生
の
外
を
表
す
る
な
り
。

と
書
か
れ
て
い
る
。

然
る
に
日
隆
聖
人
に
至
り
、
当
時
世
間

一
般
の
通
説
の
神
祗
観
を
現
相
説
と
し
て
私
新
抄

含
不
全
第
一一一巻
〓
〓
Ｃ
　
に
こ
れ
を
破
し
、
本

地
本
門
の
立
場
よ
り
見
る
内
証
真
実
説
を
採
ら
れ
、
天
照
太
神
を
本
地
は
釈
尊
に
し
て
本
果
妙
を
表
し
そ
の
佛
界
は
常
顕
常
満
、
八
幡
大

菩
薩
は
本
地
上
行
菩
薩
に
し
て
本
因
妙
を
表
し
、
そ
の
菩
薩
界
は
常
修
常
証
で
あ
る
と
し
て
、
天
照
太
神
、
八
幡
大
菩
薩
を
佛
、
菩
薩
と

し
て
、　
一
般
通
説
で
あ
る
現
相
説
の
鬼
神
、
竜
神
説
を
破
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

３
、
別
体
本
尊
た
る
久
遠
本
佛
に
つ
い
て
、

別
体
本
尊
た
る
久
遠
本
佛
は
三
身
具
足
の
報
身
佛
に
し
て
報
中
論
三
の
無
作
三
身
を
以
て
本
尊
と
す
る
。
故
に
寿
量
品
の
本
佛
を
釈
す

る
に
、

若
し
別
意
に
従
は
ば
正
し
く
報
身
に
在
り

と
釈
さ
れ
て
い
る
。
本
地
本
門
の
寿
量
品
に
説
き
表
わ
さ
れ
た
本
佛
は
三
身
円
足
の
佛
に
し
て
、
無
作
三
身
の
働
は
報
身

一
佛
に
限
る
の

で
あ
る
。
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本
抄
第
六

含
示
全
第
一一一巻
一
里

し

に

円
宗
の
本
尊
は
三
身
具
足
の
報
身
な
る
べ
し
…
…
報
身
は
是
れ
三
身
延
促
の
佛
に
し
て
無
作
三
身
は
報
身

一
佛
に
限
る
。
…
…
報
中
論

三
の
無
作
三
身
を
以
て
当
宗
の
本
尊
と
す
べ
き
者
也
。

と
あ
る
。
更
に
報
身
正
意
の
意
を
示
し
て
本
抄
第
六

Ｃ
ホ
全
第
一一一巻
一
四
五
）
に

円
宗
本
尊
三
身
に
亘
る
其
の
意
こ
れ
あ
り
、
報
身
正
意
と
い
う
事
は

一
代
説
教
従
浅
至
深
万
法
を
総
じ
て
一
法
に
帰
せ
し
め
、
諸
経
を

会
し
て
一
経
ど
成
ら
し
む
、　
一
経

一
法
を
以
て
万
法
の
根
源
諸
経
の
経
王
と
定
め
て
、　
一
切
衆
生
の
下
種
の
根
本
、
成
佛
得
脱
の
本
所

を
顕
わ
す
時
は
報
身
便
な
り
。

と
指
南
せ
ら
れ
て
い
る
。

然
し
て
在
世
、
滅
後
を
判
じ
、
在
世
の
衆
生
を
利
益
す
る
に
は
、
常
住
の
報
身
を
以
て
こ
れ
を
益
し
、
滅
後
三
時
殊
に
は
滅
後
末
法
の

衆
生
を
利
益
す
る
に
は
報
中
論
三
の
応
身
が
最
も
便
で
あ
る
と
判
じ
ら
れ
て
、
本．
抄
第
六

含
ホ
全
第
一一一巻
一
里
き

に

示
し
て
云
く
、
常
住
の
報
身
無
量
の
尊
形
を
顕
し
出
世
し
て
三
世
の
衆
生
を
利
し
玉
ふ
時
、
断
無
明
証
中
道
の
現
世
得
脱
の
機
を
ば
常

住
の
報
身
モ
以
て
こ
れ
を
利
し
、
滅
後
三
時
の
悪
人
を
ば
応
身
無
常
転
変
の
色
相
を
以
て
之
を
利
す
可
し
、
其
の
故
は
報
身
と
い
う
方

は
長
寿
に
し
て
三
世
倶
に
無
作
の
一
佛
な
れ
ば
常
住
に
し
て
無
生
無
滅
な
り
。
此
れ
は
断
惑
証
理
の
人
の
本
尊
な
る
べ
し
。

末
代
は
五
濁
乱
漫
の
衆
生
四
顛
倒
迷
謬
の
機
な
れ
ば
無
常
遷
滅
の
応
身
を
以
て
生
死
の
執
着
を
は
な
れ
し
む
る
こ
と
尤
も
便
な
れ
ば
、

顕
本
の
応
身
を
以
て
本
尊
と
す
べ
し
。
在
世
滅
後
を
立
て
て
正
像
末
を
論
ず
る
事
偏
に
応
身
応
土
の
相
な
る
べ
し
。

殊
更
に
滅
後
の
本
尊
は
影
像
木
像
に
之
を
移
す
応
身
尤
も
便
な
り
。
寿
量
品
の
三
世
益
物
の
辺
は
応
身
応
土
の
儀
式
に
し
て
、
而
も
本

地
は
釈
尊

一
佛
と
い
う
所
は
報
身
な
り
。

私
新
抄
に
説
か
れ
て
日
隆
聖
人
の
本
尊
論
に
つ
い
て
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私
新
抄
に
説
か
れ
た
日
隆
聖
人
の
本
尊
論
に
つ
い
て

と
仰
せ
ら
れ
て
い
る
。

故
に
当
宗
の
本
尊
は
報
身
正
意
に
し
て
然
も
三
身
を
円
備
し
た
本
佛
で
あ
り
、　
一
切
衆
生
の
下
種
の
根
本
、
得
脱
の
本
拠
を
顕
す
時
は

報
身
、
在
世
滅
後
を
分
別
し
、
滅
後
正
像
末
の
三
時
の
中
、
末
法
悪
人
を
以
て
正
機
と
し
本
門
八
品
に
地
涌
を
召
し
出
し
て
滅
後
の
衆
生

の
為
に
本
門
の
本
尊
を
地
涌
に
付
嘱
す
る
時
は
応
身
の
教
主
で
あ
る
と
判
じ
ら
れ
て
い
る
。

更
に
末
代
の
凡
夫
の
為
に
は
法
身
を
以
て
本
尊
と
す
る
こ
と
を
明
さ
れ
、
本
門
の
法
身
は
色
相
の
法
身
に
し
て
報
身
に
似
、
法
身
を
非

色
非
心
と
い
う
の
は
雨
前
述
門
で
あ
り
、
本
門
に
於
て
は
久
遠
の
本
因
本
果
の
上
に
無
作
の
三
身
を
顕
す
故
に
法
身
と
い
う
も
、
因
果
の

所
摂
で
あ
り
、
色
相
荘
厳
の
佛
身
で
あ
り
、
開
述
顕
本
の
佛
に
し
て
、
開
述
顕
本
の
佛
は
因
果
所
成
の
佛
で
あ
る
か
ら
妙
法

を

は
な
れ

ず
、
妙
法
に
よ
つ
て
荘
厳
せ
ら
れ
て
い
る
。
故
に
、
妙
法
蓮
華
経
に
よ
つ
て
荘
厳
さ
れ
て
い
る
の
を
法
身
と
い
い
、
因
果
所
成
の
辺
を
三

身
共
に
報
身
と
い
い
、
三
身
共
に
滅
後
を
憐
慈
す
る
の
を
応
身
と
い
う
と
論
じ
ら
れ
て
あ
り
、
当
宗
本
尊
は
人
法
を
総
在
し
、
首
題
の
妙

法
蓮
華
経
は
法
に
し
て
、
総
名
で
あ
り
、
釈
尊
以
下
は
人
に
し
て
別
で
あ
り
、
総
名
の
功
徳
を
事
相
に
顕
わ
す
た
め
本
尊
に
釈
尊
以
下
の

諸
衆
を
列
ね
、
十
界
の
聖
衆
は
妙
法
蓮
華
経
の
色
心
な
る
故
に
法
身
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

次
に
別
体
本
尊
た
る
三
身
の
種
子
に
つ
い
て
、

雨
前
述
門
は
本
地
の
無
作
三
身
の
一
佛
を
明
さ
ざ
る
故
に
三
身
の
種
子
は
別
体
に
し
て
各
々
各
別
に
こ
れ
を
修
す
る
の
で
あ
り
、
本
門
は

総
体
の
種
子
に
し
て
三
身
の
種
子

一
体
で
あ
り
、
そ
の
種
子
は
南
無
妙
法
蓮
華
経
で
あ
る
と
せ
ら
れ
て
い
る
。
故
に
こ
の
妙
法
を
種
子
と

す
る
常
住
の
本
門
の
色
相
荘
厳
の
報
身
佛
を
以
て
本
尊
と
す
る
こ
と
を
定
め
本
抄
第
六
巻

含
ポ
全
第
一一一巻
一
五
一〇

に

今
経
本
門
の
意
応
身
報
身
の
顕
本
之
を
明
す
、
常
住
の
報
応
二
身
は
是
れ
当
宗
の
本
尊
と
す
べ
し
、
就
中
顕
本
の
報
身
は
滅
後
流
通
の

教
主
色
相
荘
厳
の
佛
の
正
体
な
り
。

と
判
じ
ら
れ
て
い
る
。
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以
上
日
隆
聖
人
の
私
新
抄
に
顕
わ
さ
れ
た
本
尊
論
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
未
だ
充
分
に
意
を
尽
さ
ざ
る
点
も
多
々
あ
る
と
存
じ
ま

す
が
、
皆
様
方
の
御
指
摘
に
よ
り
今
後
の
研
究
の
充
実
に
努
め
た
い
と
存
じ
ま
す
。

私
新
抄
に
説
か
れ
た
日
隆
聖
人
の
本
尊
論
に
つ
い
て
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